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( 科目コード：4000620002MM)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・2 年次
【担当教員】

五十嵐 睦夫
平 靖之
水出 正一

【授業目標・教育方針】
昨年度の「力学基礎」に引き続き、高校課程の物理を学ぶ。分野は力学の続きと波動、そして物理実験である。個々
の習得すべき事項は以下のとおりである。

・ニュートンの運動の３法則について理解すること。
・運動方程式を使って簡単な計算ができること。
・運動量、力積について理解できること。
・運動量保存則を使って簡単な計算ができること。
・仕事とエネルギーについて理解すること。
・力学的エネルギー保存則を使って簡単な計算ができること。
・ボイル・シャルルの法則を使って簡単な計算ができること。
・熱力学第一法則を理解すること。
・いろいろな波動に共通する現象である、反射・屈折・干渉をホイヘンスの原理に従って理解すること。
・物理実験を通じ体感して学んだ現象を知識として整理すること。

【授業概要】
［力学分野（15 回）：　水出担当］
・運動方程式：　運動方程式の意味を学び、正しく理解して種々の問題に応用できるようにする。
・仕事と力学的エネルギー：　仕事の定義と仕事をする能力として運動の法則から力学的エネルギーが定められるこ
と、摩擦力が働かない運動の場合には力学的エネルギーが保存されることを学ぶ。
・熱とエネルギー：　ジュールの実験から熱はエネルギーの一種であること、熱と温度の関係、熱と仕事の間の量的
関係、気体の法則について学び、種々のエネルギーが互いに変換されるが、その総量は保存されることを学ぶ。
・いろいろな運動：　運動の法則をもとにして、等速円運動、単振動、慣性力、惑星の運動、万有引力について学ぶ。

［波動分野 ( ５回 )：　五十嵐担当］
・波の基本的性質：　自然界には、水面波・地震波・音波・光波などいろいろな波がある。これらの波動に共通な性
質について学び、重ね合わせの原理やホイヘンスの原理について理解する。

［物理実験（10 回）：　五十嵐・平担当］
・代表的なテーマの実験に取り組み、体験的に学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高等学校物理 IB（数研出版）
資料集：新訂物理図解（第一学習社）
傍用問題集：センサー物理 I ＋ II（啓林館）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
週２回のうちの１回は座学による授業をおこなう。（水出担当）
もう１回については、序盤は座学による授業をおこない、中盤から終盤には実験をおこなう。実験時には、クラス全
体を２グループに分け、別テーマの実験を同時並行して実施する。（五十嵐および平担当）

【メッセージ】
物理で現れた考え方は工学における様々な場面で活用することになるでしょう。基本的な例題の解法は必ず身につけ
られるよう、自分の体を動かして理解するように心がけてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：「レポート」には小テストを含みます。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

　 力学（水出担当）の内容は次の
とおり

　

1 ～ 3 運動の法則 慣性の法則、運動の法則
運動方程式
質量と重さ
摩擦や空気抵抗

4 ～ 6 運動量と力積 運動量と力積の関係
力が変化する場合の力積
反発係数
運動量保存則

7 ～ 9 仕事とエネルギー 仕事
仕事の原理、仕事率
運動エネルギー
重力による位置エネルギー
保存力
力学的エネルギーの保存
衝突と力学的エネルギーの変化

10 ～ 12 いろいろな運動 円運動
単振動
振り子の振動

13 ～ 15 熱とエネルギー 熱容量と比熱
熱の仕事当量
内部エネルギー
熱力学第一法則
エネルギーの変換と保存

　 波動・物理実験（五十嵐・平担
当）の内容は次のとおり

　

1 ～ 5 波動 単振動と波動
波長・振動数・周期
重ね合わせの法則
波の干渉
定常波
自由端・固定端での振動
弦の振動
気柱の振動
ドップラー効果

6 ～ 15 物理実験 等加速度運動、振り子の振動、熱の仕事等量、等電位
面、気柱の共鳴、光電効果
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